
１　みやぎの発展に向けた新たな自立戦略の展開

【主な事業等】

新規 担当部局 H18予算(千円) 重点
事業

主要
事業
概要

（１）将来ビジョンの策定

新 企画部 5,000 ○ ○

（２）みやぎ経営戦略会議の設置

新 産業経済部 3,000 ○ ○

（３）市町村との新たなパートナーシップの構築

総務部 382,879 ○ ○

企画部 4,413

総務部 158,414 ○

企画部 836,100 ○ ○

（４）広域連携の推進

広域連携推進費 11,770

北海道・東北21世紀構想推進事業費 企画部 1,046

南東北中枢広域都市圏形成推進事業費 企画部 957

地域連携軸形成推進事業費 企画部 1,126

広域観光開発促進費 産業経済部 8,641

（５）聖域なき行政改革と財政健全化の推進

新 総務部 －

新 総務部 －

新 総務部 －

（６）組織改革の推進

新 総務部 －

（仮称）宮城県行政改革プログラムの推進

新・財政再建推進プログラムの推進

時代の変化に対応した組織改編

市町村合併交付金

移譲事務交付金等

山形県，福島県等との連携

各種協議会負担金

権限移譲等交付金

平成１８年度に重点的・戦略的に取り組む事業等

　平成１８年度をみやぎの自立的な発展に向けた道筋への端緒をつけるスタートの年として位置付け，１０年程度先の本県
のあるべき姿を提示する将来ビジョンを策定する。

　また，富と雇用の創出に向けた産業活性化に戦略的に取り組んでいくため，「みやぎ経営戦略会議」を設置し，産業経済
活性化の骨幹となる基本方針を策定する。

　さらに，分権時代にふさわしい市町村重視の県政の実現を目指し，市町村の基礎自治体としての規模，能力の拡充，自主
性・自立性の向上を支援するため，市町村合併の支援，権限移譲の推進，市町村振興総合補助金の充実及び人的支援などを
実施する。また，市町村円卓会議の開催など，県と市町村とが地域課題に一体となって取り組んでいくための意見交換の場
を一層充実させる。

有識者会議等による検討

年６回開催予定

市町村振興総合補助金

　地域の経済発展と自立を図っていくためには，時代の変化に対応しながら各県が互いに連携して取り組むことが極めて有
効であることから，様々な分野で，北海道・東北ブロックや隣接県同士などでの多様な広域連携を推進する。

合併市町村支援

山形県等との連携

北海道・東北８道県での連携

竹の内産廃処分場対策室，国際政策課等
設置

　喫緊の課題となっている本県財政の再建については，（仮称）宮城県行政改革プログラムや新・財政再建推進プログラ
ム，定員管理計画などの着実な推進を通じて，歳出構造の抜本的な見直し，行政コストの削減，選択・集中型の事業展開な
どを進めていく。また，予算を伴わない手法（非予算的手法）の導入を積極的に行い，総合的な政策形成力の向上を進め
る。

　みやぎ独自の海外交流戦略・グローバル戦略を策定・推進する国際政策課の新設，緊急かつ重要な課題である村田町竹の
内地区産業廃棄物最終処分場への対応を総合的に行う竹の内産廃処分場対策室の新設など，時代の変化や特定課題に対して
スピーディーに対応する機動性の高い組織の構築を図る。

備　  　　     考事業等の名称

（仮称）みやぎの将来ビジョン策定費

みやぎ新しいまち・未来づくり推進費

みやぎ地域アイデンティティー形成推進支援費

みやぎ経営戦略会議開催事業費

計画期間Ｈ１８～２１

市町村振興総合支援費

<<非予算的手法>>

<<非予算的手法>>

宮城県定員管理計画の推進

計画期間Ｈ１８～２１

計画期間Ｈ１８～２２
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